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高橋暁子

脂肪肝で生じる細胞死の
様式変化の分子スイッチ

消化器がんの
ポリクローナル転移機構

がん微小環境における
細胞老化の機能

細胞老化は生体に加わるストレスによって誘導され、細胞増殖を
停止させる重要ながん抑制機構として働いている一方で、老化した
細胞は様々な炎症性蛋白質や細胞外小胞を分泌するSASP
（Senescence-Associated Secretory Phenotype）をおこし、周囲の組
織に慢性炎症を誘発することで、加齢性疾患の発症や個体の機能低
下の要因となっていることが報告されています。さらにがんの微小
環境においては、老化した間質細胞の分泌するSASP因子が、がんの
進展に寄与することが示唆されています。
私たちは、老化細胞でSASPがおこる分子機構の解析を行い、細胞

質に存在するゲノムDNA断片による核酸センサー（cGAS-STING経
路）の活性化や、細胞老化でおこるエピゲノム異常が、SASPの誘導
に重要であることを明らかにしてきました。近年、老化細胞に選択
的に細胞死を誘導することで加齢性疾患の発症を抑制しようとする
Senolyticsが注目されています。本セミナーでは、がん微小環境にお
ける細胞老化の機能とSASPに関する最新の知見を紹介します。

2022年1月21日（金）
金沢医科大学 医学教育棟４階
E41講義室
Webexでの参加も可能。
下記↓までご連絡ください
d-gakuin@kanazawa-med.ac.jp
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高橋先生のセミナーは、北信がんプロe-learning科目の演習対象です


